
2013年  5 月 23  日 

社長  松本 正義 

       2012年度業績及び2013年度見通しと 

             新中期経営計画「１７Vision」 について        
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FY2012Result ,FY2013Forecast ＆ 2017Vision 
１．12年度業績  (1)連結ＰＬ 

11年度 12年度 2012年度 前年比 中間予想比

（億円） 年間実績① 中間予想② 年間実績③ 増減③-① 増減③-②

売 上 高 20,593 21,000 21,599 +1006 +599

営 業 利 益 869 870 768 △101 △102

持 分 法 損 益 205 200 221 +16 +21

そ の 他 営 業 外 △7 △70 △48 △41 +22

経 常 利 益 1,067 1,000 941 △126 △59

災 害 損 失 △73 0 0 +73 +0

事 業 構 造 改 善 費 用 0 △92 △91 △91 +1

そ の 他 特 別 損 益 6 12 △9 △15 △21

税 前 当 期 純 利 益 1,000 920 841 △159 △79

税 ・ 少 数 株 主 利 益 等 △411 △470 △461 △50 +9

当 期 純 利 益 589 450 380 △209 △70

<前期比>売上高は4.9％増収。営業利益は、減価償却費、研究開発費の負担増や、情報通信・エレの採算
低下で減益。光・電子デバイス、欧州WH子会社で事業構造改善費用を計上した一方、保守的観点から繰
延税金資産を積まなかったことなどから、当期純利益は前期比209億円減少の380億円。 
<中間予想比>売上高は増収も、営業利益は情報通信・エレの収益低下により未達。 
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FY2012Result ,FY2013Forecast ＆ 2017Vision 

１．12年度業績  (2)営業利益の増減益要因(11年度/12年度)   

中国影響 

価格低下 
品種構成 

 

(%)は営業利益率 

2011年度  

  実績 

2012年度  

  実績 

( 3.6 %) 

768億円 

( 4.2%) 

 869億円 

△77 

R&D 

△378 

 ※為替ﾚｰﾄ(平均レート) 

  11年度   79.08円/$ →  12年度   82.91 

  11年度  109.02円/€  →  12年度 106.78 

 

 

・価格低下や中国影響は、数量増・コスト低減でカバーしたものの、設備投資増強に伴う減価償却費や、 
今後の成長に向けたＲ＆Ｄの負担増が大きく、営業利益は、前年比１０１億円減益の７６８億円。 

減価償却 

コスト低減他 

為替(※) 

△107 

△126 

+231 

+38 

数量増加 

+318 
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FY2012Result ,FY2013Forecast ＆ 2017Vision 

１．12年度業績  (3)セグメント別売上・営業利益 

・<前期比>震災・洪水の影響があった前期に比べ、自動車・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽを中心に需要は拡大。一方、営業利益は、

自動車は中国問題や償却負担増で微減、光・電子デバイス、FPCの採算低下により、情通・エレは減益。 

・<中間予想比>光・電子デバイスの収益改善が遅れたことや、FPCの新製品向け需要減、生産集中による生産効

率悪化などで、情通・エレが減益。 

（億円） 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

自 動 車 9,917 543 10,400 535 10,712 531 +795 △12 +312 △4

情 報 通 信 1,620 △59 1,700 △40 1,551 △103 △69 △44 △149 △63

ｴ ﾚ ｸ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ 1,858 33 2,200 55 2,176 0 +318 △33 △24 △55

電線･機材･
ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ

5,086 169 4,800 160 5,112 191 +26 +22 +312 +31

産業素材他 2,779 185 2,800 160 2,725 151 △54 △34 △75 △9

消 去 △667 △2 △900 0 △677 △2 △10 +0 +223 △2

合 計 20,593 869 21,000 870 21,599 768 +1006 △101 +599 △102

中間予想増減

③－②

2012年度 2012年度 年間増減2011年度

年間実績③年間実績① 中間予想② ③－①
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FY2012Result ,FY2013Forecast ＆ 2017Vision 
１．12年度業績 (4)海外売上高比率・所在地別営業利益 
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 日本市場が低迷する中、海外市場を捕捉し、海外売上高比率(右下表)は48.6%まで拡大。所在地別営業利益も、欧

州市場は低迷も、アジア・北米などの海外拠点の収益力が向上。 

日本 

米州 

アジア 

欧州他 

海外売上高比率 

億円 

億円 

億円 

億円 

棒グラフは所在地別 
営業利益を示す 
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11年3月末 12年3月末 13年3月末

（億円） 実績 実績 実績

流 動 資 産 9,888 10,474 11,158 

固 定 資 産 9,675 10,247 11,818 

流 動 負 債 5,310 6,359 6,572 

固 定 負 債 3,327 2,973 3,957 

（ 有 利 子 負 債 ） 3,419 3,641 4,857 

株 主 資 本 9,669 10,113 10,333 

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 △178 △233 392 

少 数 株 主 持 分 ・ 新 株 予 約 権 1,435 1,509 1,722 

総 資 産 19,563 20,721 22,976 
　　

　　自己資本比率 48.5% 47.7% 46.7%

　　Ｄ／Ｅレシオ 0.36 0.37 0.45

１．12年度業績  (5) 連結ＢＳ 

 ・円安・株高で、その他の包括利益累計額が改善するも、設備投資の増加やM&Aによるキャッシュアウト
の増加に伴い、有利子負債は4857億円に増加。自己資本比率は、前期末から１.0ポイント低下の46.7%、
D/Eレシオも0.08ポイント悪化の0.45。 
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FY2012Result ,FY2013Forecast ＆ 2017Vision 

2012年度

上期予想 下期予想 年間予想

（億円） 実　　績 ① ② ①+②

売 上 高 21,599 11,000 13,000 24,000 +2401 (＋11%) 

営 業 利 益 768 300 700 1,000 +232 (＋30%) 

　　持　分　法　損　益 221 100 140 240 +19

経 常 利 益 941 400 800 1,200 +259 (＋28%) 

　　　 特　別　損　益  △100 △40 △40 △80 +20

税 前 当 期 純 利 益 841 360 760 1,120 +279 (＋33%) 

　　税・少数株主利益等 △461 △160 △360 △520 △59

当 期 純 利 益 380 200 400 600 +220 (＋58%) 

2013年度

増減

前年比

２．13年度予想  (1)連結ＰＬ予想 

13年度予想は、売上高2兆4000億円、営業利益1000億円。売上高は、円安による換算増(約+900億
円)、M&A影響(約+700億円)、銅価影響(約+200億円)があり、真水の数量増は約3%。 
     ・業績予想の前提           為替           90円/$         120円/€ 

                        銅価         建値75万円/t      LME  8000$/ｔ                             
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FY2012Result ,FY2013Forecast ＆ 2017Vision 

２．13年度予想 (2)営業利益の増減益要因 (2012年度/2013年度)  

R&D 

価格低下 
品種構成 

(%)は営業利益率 

2012年度  

  実績 

2013年度  

  予想 

( 4.2%) 

1,000億円 

( 3.6%) 

768億円 

数量増加 

△265 

△7 

 ※為替ﾚｰﾄ(平均レート) 

  12年度   82.91円/$  →  13年度   90.00 

  12年度   106.78円/€   →  13年度 120.00 

 

 

・減価償却費の増加があるものの、需要増や円安効果もあり、営業利益は、前年比２３２億円増益の１，０００億円。 

コスト低減他 

中国影響 

減価償却 

為替(※) 

△194 

+165 

+104 

+244 

+185 
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FY2012Result ,FY2013Forecast ＆ 2017Vision 
２．13年度予想  (3)セグメント別売上・営業利益予想 

 自動車は為替等の影響を除き約５％の数量増で、５４億円の増益の予想。情通は円安、開発費減、新製品拡販
もあり黒字化を見込む。エレはスマートフォン向け増加、コスト低減で収益改善。電エネは、営業利益180億円と高
水準を維持。産素は増収も、海外の製造・販売拠点の費用負担大きく、19億円の増益に留まる。 

（億円） 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

自 動 車 10,712 531 5,850 230 6,700 355 12,550 585 +1838 +54

情 報 通 信 1,551 △103 800 △45 1,000 55 1,800 10 +249 +113

ｴ ﾚ ｸ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ 2,176 0 1,100 5 1,300 50 2,400 55 +224 +55

電線･機材･
ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ

5,112 191 2,500 45 2,800 135 5,300 180 +188 △11

産業素材他 2,725 151 1,400 65 1,600 105 3,000 170 +275 +19

消 去 △677 △2 △650 0 △400 0 △1,050 0 △373 +2

合 計 21,599 768 11,000 300 13,000 700 24,000 1,000 +2401 +232

年間増減2012年度

下期予想 年間予想②年間実績① 上期予想

2013年度

②－①
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３．ｾｸﾞﾒﾝﾄ別実績・課題  (１)  自動車関連事業    

売上高 東海ゴム他 ハーネス 営業利益 

 WHは、為替・銅価を除く数量ベースで約5%の増加を見込む 

 東海ゴムは、M&Aで約700億円の増収効果 

 WHのFord, Chrysler, PSA他の非日系向け営業体制強化 

 徹底的なコスト低減活動の推進 

 メキシコ、モロッコ、東南アジアなどの製造拠点充実 

 市場ニーズに即した新製品開発 

  環境対応車向け製品（高圧・電池関連・ISS回生部品）や   

  次世代WH(アルミ/光ハーネス)の開発・拡販を促進し、   

   「総合部品メーカー」を目指す。 
 
 

1２年度 

中間予想    
13年度 

予想     
10年度実 

     

10,400 
9,600 

12,550 

10,712 

売上高 
(億円) 

営業利益 
(億円) 

<前年比>ＷＨでは、国内や北米・東南アジア向け増により

増収。一方、営業利益は、中国問題の影響や償却・開発費

増により１２億円の減益。 

<中間予想比>北米、東南アジア向けの需要増加により増

収。営業利益は、中国問題により４億円の微減。 

China+１に向け、東南アジアの能力増強を加速 

アルミハーネス需要伸長に向けタイに自動車用アルミ電線

の製造拠点設立を決定(2014年9月量産開始予定) 

2013年度 予想・課題 2012年度 実績 

9,917 

12年度実 

     
11年度実 
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３．ｾｸﾞﾒﾝﾄ別実績・課題  (2) 情報通信・システム関連事業 

売上高 ファイバ・ケーブル他 光・電子デバイス 

コミューチュア その他 

ネットワークシステム 

営業利益 

2012年度 実績  

 
 

10度実     12年度実    13年度 予想     12年度 中間予想    

2,182 

1,551 
1,700 

1,800 

売上高 
(億円) 

営業利益 
(億円) 

2013年度 予想・課題  

(ｺﾐｭｰﾁｭｱは 

10年下より 

非連結化) 

11年度実     

1,620 

円安局面を活用し、受注確保、収益改善 

光ファイバ・ケーブル：国内シェア増、低損失ファイバ需要増など

から増収。併せて、さらなる総原価低減を推進 

光・電子デバイスの業績・競争力改善 

  ・拠点統合・集約、人員対策、海外シフトなどﾘｽﾄﾗ継続 

  ・40/100Ｇbps CFPの市場立上による受注確保 

  ・低コスト基地局用GaN製品の拡販・コスト低減  

 ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ：海外CATV向けなど海外需要捕捉 

<前年比>光・電子デバイス、ネットワーク機器の需要減に

より減収、営業利益は、需要減少と光・電子デバイスの採算

低下により103億円の損失。 

<中間予想比>ネットワーク機器の需要減少や、光・電子デ

バイスの採算低下、人員削減の遅れにより減収減益。 

光・電子デバイスは、上期に事業構造費用を計上しリスト

ラ着手。今後も、拠点集約、人員削減を継続。 
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３．ｾｸﾞﾒﾝﾄ別実績・課題  (3) エレクトロニクス関連事業    

2012年度 実績 

電子ワイヤー FPC 半導体 その他 営業利益 売上高 

FPC： ・スマートフォン・タブレットPCの新規機種対応 

     ・新規顧客獲得など間口拡大 

     ・生産最適化を含め、総原価の一段の低減 

電子W：自動車向け電子線・Ｌｉ電池用ＴＡＢリード線、高速ＩＦ拡販 

ファインポリマー：自動車向け防水チューブ等拡販 

水処理ﾓｼﾞｭｰﾙ拡販 

半導体：白色ＬＥＤ用ＧａＮ基板、無線通信用GaAs基板拡販 

12年度 中間予想     12年度実    13年度 予想     10年度実     

2,200 

2,400 

1,782 

2,176 

売上高 
(億円) 

営業利益 
(億円) 

 <前年比>スマートフォン向けＦＰＣの需要増により大幅増収。

一方、営業利益は、価格下落・品種構成や生産集中に伴う費

用増から前年比３３億円減益の０億円。 

 <中間予想比>売上高は予想並みも、FPC新規案件の需要減

少と品種構成の変化から営業利益は大幅未達。 

電子W：１０Gｂｐｓ高速IF製品の販売開始 

ＦＰＣ：受注増加に対応し、アジア中心に生産能力を増強 

2013年度 予想・課題    

ファインポリマー 

11年度実     

1,858 
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３．ｾｸﾞﾒﾝﾄ別実績・課題  (4)電線・機材・エネルギー関連事業    

2012年度 実績 

導電製品 電力線 巻線 営業利益 その他 売上高 日新電機 住友電設 

10年度実    12年度実   13年度 予想  12年度 中間予想     

5,086 
5,300 

4,649 

5,112 

売上高 
(億円) 

営業利益 
(億円) 

導電、巻線のアジア拠点活用、需要捕捉 

巻線：ＨＥＶモーター用平角線の受注確保・生産強化 

住友電設：海外事業の拡大・強化、環境事業への積極展開 

日新電機：ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ等、新ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境事業製品拡販 

電力インフラの再構築に向けた製品の開発加速 

ＪＰＳ：13年度のインド、サウジ製造拠点稼働とアジア需要捕捉 

 

<前年比>住友電設の海外の電気工事、ハイブリッドカー電

池用セルメットの需要増から増収、営業利益は191億円と電

エネとして過去最高。 

<中間予想比>住友電設の増益や低圧ケーブルの採算改善

から、営業利益は中間公表比31億円改善の191億円。 

横浜製作所のメガワット級大規模発電システムや、超電導

線など、実証実験を一段と推進。          

2013年度 予想・課題   

11年度実    

4,800 
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３．ｾｸﾞﾒﾝﾄ別実績・課題 (5) 産業素材関連事業    

2012年度 実績 

粉末合金・焼結部品のｲﾝﾄﾞﾈｼｱ製造拠点の円滑立上 

粉末合金：タングステンの調達多様化・リサイクル加速 

特殊線：回復傾向にある日本国内ＰＣ鋼材需要の受注確保 

グローバルな自動車需要の増加に対応した、スチールコード、

バネ線、焼結部品など自動車部品の受注確保と生産強化 

アライドマテリアル：大型投資の早期戦力化による売上拡大 

特殊線 粉末合金 焼結部品 その他 営業利益 売上高 アライドマテリアル 

2,779 

10年度実     12年度実    13年度 予想     12年度 中間予想    

2,725 
3,000 

2,775 

売上高 
(億円) 

営業利益 
(億円) 

 <前年比>特殊線の太陽電池用ソーワイヤーや、アライドのエレ

クトロニクス関連製品の需要減から減収。営業利益も、需要減と

海外の製造・販売拠点拡充に伴う費用増から前年比34億円の

減益。 

<中間予想比>特殊線やアライド製品の需要が減少したことから

営業利益は予想比９億円の減益。 

インドネシアに焼結製品、粉末合金の製造拠点を設立（2013年

上期より稼働予定） 

タイのスチールコード製造拠点が完成、12年9月 稼働開始 

2013年度 予想・課題   

11年度実     

2,800 
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482
814

1,055
1,287 1,490

235
517

1,038 869 768

1,350

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

03年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度 11年度 12年度 修正
12V

４．１２Vision総括  (1)売上高・営業利益推移 

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ 東日本大震災 
ﾀｲ洪水 

中国問題 

 12Visionは、ｽﾀｰﾄ直後のリーマンショックや大災害に見舞われたほか、歴史的な円高の継続により、
売上高・営業利益は大幅未達。為替を修正した修正１２V目標(営業利益1350億円)にも未達となった。 

12Vision 

売上高・営業利益推移 

＄、€為替推移 

売上高 

営業利益 

左軸：円/$ 

右軸：円/€ 

円/€ 

営業利益：億円 
売上高：億円 

円/$ 

119.11 

79.08 

166.66 

106.78 

90

110

130

150

170

75

85

95

105

115
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４．１２Vision総括 (2)セグメント営業利益推移 

 12Visionの営業利益目標を、80円/$、100円/€で修正すると1350億円、セグメント別では、表中の赤い棒

グラフの数値。為替修正後の目標との比較では、自動車、電エネは達成、産業素材は若干の未達、一方、

情報通信、エレクトロニクスは300億円前後の大幅な未達。 

745 

81 

172 
187 

303 

61 
50 

11 

89 

24 

345 

36 49 
79 

9 

641 

30 

66 

134 
169 

543 

△59 

33 

169 
185 

531 

△103 

0 

191 

151 

520 

240 
260 

110 

220 

-200

-100

0

100

200

300

400

500

600

700

800

自動車 情報通信 エレ 電エネ 産業素材 

07年 08年 09年 10年 11年 12年 修正12V 

12V期間のセグメント別 営業利益推移 

修正12Vの目標値 
12Vision (5ｹ年) 

↑過去 
最高益 

営業利益
（億円） 
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1,038

869
768

1,000

1,300

1,80020,338 20,593
21,599

24,000

26,000

30,000

22,568
23,593

24,797

26,607

28,611

33,013

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

営業利益 

売上高 

売上高 
（億円） 

営業利益 
（億円） 

売上高・営業利益推移   

04年度 08年度 09年度  10年度 05年度 06年度 07年度   12年度 

    

  11年度 

    

・17年度目標の 売上高3兆円、営業利益1800億円は12Vision策定時の為替では、売上高3.3兆円、
営業利益2400億円の水準。実質１２Vｉｓｉｏｎを上回る計画となっている。 

12V策定時（2006年）の 

為替レートで換算 

     118.1円 /＄   

     157.3円 /€ 

1,575 
1,434 1,412 

1,527 

15年度 

  (17V) 

17年度 

  (17V) 

13年度 

  予想 

1,855 

2,441 

17V想定ﾚｰﾄ 

    90円/＄   

   120円/€   
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将来情報についての注意事項 

 
 この資料に記載されております売上高及び利益等の計画のうち、過去または現在の事実に関するもの
以外は、当社グループの各事業に関する業界の動向についての見通しを含む経済状況、ならびに為替
レートの変動その他の業績に影響を与える要因について、現時点で入手可能な情報をもとにした当社グ
ループの仮定及び判断に基づく見通しを前提としております。 
 
 これら将来予想に関する記述は、既知または未知のリスク及び不確実性が内在しており、例として以下
のものが挙げられますが、これらに限られるものではありません。 
・米国、欧州、日本その他のアジア諸国の経済情勢、特に個人消費及び企業による設備投資の動向 
・米ドル、ユーロ、アジア諸国の各通貨の為替相場の変動 
・急速な技術革新と当社グループの対応能力 
・財務的、経営的、環境的な諸前提の変動 
・諸外国による現在及び将来の貿易規制等 
・当社グループが所有する有価証券等の時価の変動 
 
 従いまして、実際の売上高及び利益等と、この資料に記載されております計画とは大きく異なる場合が
あることをご承知おき下さい。なお、当社グループは、この資料の本リリース後においても、将来予想に関
する記述を更新して公表する義務を負うものではありません。 


